
質
問
一

県
内
他
市
町
と
比
較
し
て
の

本
市
の
市
街
化
区
域
面
積
及
び
市
街
化

率
に
つ
い
て
。

二

地
区
計
画
制
度
の
活
用
状
況
は
。

三

旧
暫
定
逆
線
引
き
３
地
区
の
市
街

化
編
入
後
の
効
果
は
。

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況

及
び
未
着
手
の
土
地
区
画
整
理
予
定
地

区
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
の
市
街
化
区

域
面
積
割
合
は
、
平
成
２４
年
１０
月
１
日

現
在
４５
・
５
㌫
、
埼
玉
県
全
市
町
村
の

平
均
で
は
１８
・
９
㌫
で
あ
る
。

二

現
在
市
で
は
１１
の
地
区
計
画
を
定

め
、
そ
の
う
ち
藤
金
地
区
を
除
く
１０
地

区
で
地
区
整
備
計
画
を
定
め
て
い
る
。

三

住
宅
の
建
築
や
開
発
行
為
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
建
築
行

為
は
３
地
区
合
計
で
１
０
５
件
、
開
発

許
可
申
請
で
は
３
地
区
合
計
で
１３
件
、

区
画
数
で
５１
区
画
分
で
あ
る
。

四

２３
年
度
末
の
一
本
松
土
地
区
画
整

理
事
業
は
仮
換
地
指
定
率
７６
・
９
㌫
、

建
物
移
転
率
８５
・
７
㌫
。
若
葉
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
は
仮
換
地
指
定
率

８４
・
２
㌫
、
建
物
移
転
率
５３
・
３
㌫
。

３１
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
、
取
り
組

む
。
未
着
手
の
藤
金
地
区
は
、
今
後
整

備
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

農
業
大
学
校
移
転
後
の
跡
地
活
用

二

鶴
ヶ
島
市
の
市
民
協
働
に
つ
い
て

質
問
一

平
成
２４
年
度
実
施
計
画
策
定

の
基
本
方
針
の
中
の
「
政
策
１
健
や
か

で
安
心
で
き
る
ま
ち
」
と
「
政
策
２
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
」
に
お
け
る
新
規
事

業
に
つ
い
て
。

二

２５
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
個
別

留
意
事
項
の
う
ち
、
福
祉
施
策
に
対
す

る
予
算
措
置
、
並
び
に
補
助
金
及
び
交

付
金
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

政
策
１
の
新
規
事

業
は
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
、
障
害

者
支
援
体
制
整
備
事
業
、
住
宅
耐
震
化

促
進
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立

と
社
会
参
加
の
支
援
及
び
東
日
本
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
共
に
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

政
策
２
の
新
規
事
業
は
、（
仮
称
）農

業
大
学
校
用
地
活
用
事
業
、
新
規
就
農

支
援
事
業
が
あ
り
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

み

ど

り

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
水
土
里
の
交
流
圏

の
構
築
を
推
進
す
る
。

二

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
は
福
祉
の
充
実
が
必
要
。
ふ

だ
ん
か
ら
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合

う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
補

助
金
は
、
補
助
目
的
に
合
致
し
た
事
業

費
補
助
の
形
が
望
ま
し
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

移
動
市
長
室
に
お

け
る
市
民
の
声

次
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

元
気
あ
ふ
れ
る
鶴
ヶ
島
を
実
現

金
泉
婦
貴
子

議
員

内野 嘉広 議員

鶴ヶ島市の都市計画について

１０地区で地区整備計画を定める
１２月６日・７日・１０日の３日間行
われた一般質問の主な質問（Ｑ）
と答弁（Ａ）の概要を掲載します。
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